
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
宗
義
に
関
す
る
口
伝
書
で
あ
る
当
家
朝
口

伝
に
も
同
様
に
恵
光
房
流
の
義
を
相
伝
し
、
法
身
の
重
が
説
示
さ
れ

て
い
る
。
畢
寛
、
朝
師
の
顕
本
論
に
お
い
て
は
恵
光
房
流
の
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
法
界
観
を
一

瞥
す
る
と
、
不
覚
、
本
理
を
根
本
の
理
と
し
て
事
象
か
ら
超
出
さ
せ
、

そ
の
超
出
さ
せ
た
上
で
事
象
を
根
本
理
の
顕
現
し
た
も
の
と
し
て
肯

す
が
た

定
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
現
実
の
事
象
が
真
理
の
生
き
た
相
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
事
象
乃
至
、
事
の
絶
対
的
肯
定
、
自
然
主
義
に
陥

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

①
本
尊
抄
見
聞

日
蓮
聖
人
遺
文
中
、
「
受
持
」
の
語
句
の
用
例
は
二
十
有
余
篇
四

十
有
余
箇
所
に
及
ぶ
。
そ
の
用
例
は
、
引
用
経
論
中
や
他
の
語
句
と

並
記
等
、
様
を
で
あ
る
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
教
義
的
用
例
は
『
本

尊
抄
』
の
、
い
わ
ゆ
る
「
受
持
譲
与
段
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
蓮
聖
人
の
受
持
論
を
理
解
す
る
に
は
「
受
持
譲
与
段
」
を
中
心
に

本
尊
抄
末
註
に
お
け
る
受
持
の
概
念
㈲

庵
谷
行
亨

考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
聖
人
滅
後
の
諸
先
師
に
よ
る
受
持
の
概
念
を
探
る
こ
と

は
聖
人
の
受
持
の
概
念
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
聖
人

在
世
に
近
い
日
蓮
門
下
の
受
持
の
解
釈
は
、
聖
人
の
受
持
の
概
念
を

少
な
か
ら
ず
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
し
、
あ

る
い
は
ま
た
、
教
学
史
上
に
お
け
る
受
持
の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
受
持
論
に
取
り
組
む
自
ら
の
位
置
も
明
ら
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
趣
旨
の
も
と
に
、
日
蓮
聖
人
の
受
持
論
を
研
究
す
る
立
場

か
ら
、
特
に
『
本
尊
抄
』
末
註
を
中
心
に
日
蓮
教
学
史
上
に
お
け
る

受
持
の
概
念
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

望
月
歓
厚
博
士
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
維
義
』
第
三
巻
に
は
、
大

正
十
一
年
ま
で
の
『
本
尊
抄
』
の
末
註
と
し
て
七
十
三
篇
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
掲
載
に
漏
れ
た
も
の
も
多
少
あ
る
よ
う
で
、

こ
れ
に
大
正
十
三
年
以
降
の
も
の
を
加
え
る
と
、
気
づ
い
た
も
の
だ

け
で
も
百
篇
に
及
ぶ
。
こ
の
百
篇
の
内
、
披
見
し
得
た
も
の
は
五
十

三
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
受
持
譲
与
段
」
の
解
説
の
無
い
も

の
や
、
注
釈
が
未
完
の
た
め
「
受
持
譲
与
段
」
に
及
ば
な
い
も
の
が

多
少
あ
り
、
実
際
に
考
察
の
対
象
に
な
る
の
は
三
十
有
余
篇
で
あ
る

（
今
回
は
、
都
合
に
よ
り
江
戸
中
期
頃
八
宝
暦
年
間
Ｉ
西
暦
一
七
五

○
年
代
１
祖
滅
約
四
七
○
年
Ｖ
迄
と
し
、
以
降
は
次
の
機
会
に
譲
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る
）
。な
お
、
こ
こ
で
は
結
論
の
み
を
示
す
に
留
め
る
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
創
刊
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

聖
人
滅
後
か
ら
日
覚
に
至
る
ま
で
の
約
四
七
○
年
間
に
お
け
る

『
本
尊
抄
』
末
註
の
中
か
ら
、
披
見
し
得
た
も
の
二
十
篇
八
本
尊
紗

私
見
聞
（
伝
日
常
）
・
同
聞
書
（
伝
日
弁
）
・
本
尊
相
伝
見
聞
（
日

意
）
・
本
尊
紗
見
聞
（
日
朝
）
・
同
見
聞
（
伝
日
真
）
・
同
見
聞
（
日

忠
）
・
同
講
談
（
日
耀
）
・
同
見
聞
（
日
辰
）
・
同
科
文
（
日
辰
）

・
同
私
記
（
日
我
）
・
同
註
（
日
性
）
・
同
私
記
（
日
遠
）
・
同
科

文
（
日
遠
）
・
同
私
記
（
日
恵
）
・
同
啓
蒙
（
日
誹
）
・
同
和
語
式

（
日
相
）
・
同
私
記
（
日
尭
）
・
同
拾
遺
．
（
日
好
）
・
同
扶
老
（
日

好
）
・
同
講
草
（
日
覚
）
Ｖ
を
中
心
に
受
持
の
概
念
を
考
察
し
た
結

果
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
「
唱
題
」
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
日
朝
・
日
耀
・
日
辰
・
日
我
・
日
恵
・
日
講
・
日
好
等

の
注
釈
が
こ
れ
に
当
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
師
は
明
確
に
受
持

即
唱
題
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
受
持
」
に
他
の
概
念
を
含
む

場
合
が
多
い
。
ま
た
、
「
唱
題
」
と
さ
れ
る
中
で
も
、
三
業
に
配
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
朝
・
日
曜
・
日
辰
・
伝
日
真
等
は
口
業
を
、

日
好
は
意
業
を
正
意
と
す
る
。
「
受
持
」
を
能
動
的
概
念
の
中
に
と

ら
え
て
い
る
の
は
日
忠
で
、
「
信
」
に
立
脚
し
た
三
業
受
持
を
主
張

し
て
い
る
。
「
信
」
を
重
視
す
る
の
は
、
諸
師
に
共
通
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
中
で
も
日
忠
・
日
我
が
特
筆
す
べ
き
存
在
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
受
持
」
が
他
の
語
句
に
換
言
さ
れ
る
例
は
日
蓮
聖
人
の
遺

文
中
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
考
察
で
は
、
日
意
の

た
ロ
も

「
奉
持
」
、
伝
日
真
の
「
信
受
」
、
日
我
の
「
持
つ
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
前
の
二
例
は
「
唱
題
」
を
受
げ
て
お
り
、
「
受
持
」
と
同
義
に

用
い
ら
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

総
じ
て
、
披
見
の
末
註
に
お
け
る
受
持
の
概
念
は
理
的
傾
向
が
強

く
、
能
動
的
概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
唱
題
に
釈

す
る
多
く
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
三
業
に
配
分
す
る
に
と
ど
ま
り
、

も
し
く
は
日
忠
の
よ
う
に
三
業
の
受
持
を
論
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

三
業
具
足
の
受
持
を
論
じ
る
こ
と
は
な
い
。
披
見
の
限
り
で
は
、
少

な
く
と
も
江
戸
中
期
頃
ま
で
の
日
蓮
教
学
史
上
に
お
い
て
は
、
「
受

持
」
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
「
受
持
譲
与
段
」

重
視
の
態
度
が
諸
師
に
見
ら
れ
な
が
ら
「
受
持
」
に
つ
い
て
論
を
深

め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
教
学
の
流
れ
が
「
受
持
」
よ
り
も

「
談
与
」
重
視
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
日
朝
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
教
学
が
本
覚
思
想
の
思
潮

の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
そ
の
歴
史
的
事
情
も
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
又
、
門
流
分
立
の
原
因
を
な
し

た
教
学
上
の
対
立
な
ど
も
、
主
に
本
迩
・
権
実
等
の
論
争
と
し
て
展

開
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
教
法
の
論
争
で
あ
っ
て
、
正
面
き
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っ
て
行
法
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
行
法
の
論
争
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
摂
折
等
の
弘
経
方
法
論
で
あ
っ
た
り
、
あ
る

い
は
唱
題
・
読
諦
等
の
具
体
的
行
軌
に
則
し
た
も
の
で
あ
り
、
受
持

を
直
接
問
題
視
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
も
受
持

に
関
係
し
た
も
の
と
し
て
三
業
傍
正
論
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も

受
持
そ
の
も
の
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
蓮
教
学
史
上
に
お
い

て
「
受
持
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
さ
ら
に
時
代
が
下
っ

て
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
披
見
に
及
ん

だ
限
り
の
『
本
尊
抄
』
末
註
の
実
例
を
通
し
て
の
結
論
で
あ
り
、
他

の
多
く
の
著
雷
や
教
団
史
の
流
れ
を
通
し
て
更
に
詳
細
な
検
討
を
要

す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
日
蓮
聖
人
の
受
持
の
概
念
と

の
比
較
検
討
な
ど
も
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宗
祖
一
期
の
化
導
を
考
え
る
場
合
、
摂
折
論
を
抜
き
に
し
て
論
ず

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に
折
伏
正
意
の
方
軌
を
除
い
て
法
華
経
の

立
正
安
国
論
・
開
目
抄
に
引
用

さ
れ
た
混
樂
経
に
つ
い
て

久
住
謙
是

行
者
日
蓮
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
観
点
よ
り
、
立
正
安
国
論
・
開
目

抄
の
両
御
書
を
拝
読
す
る
と
き
、
前
雷
は
立
正
安
国
の
理
想
を
標
傍

さ
れ
た
折
伏
実
践
の
ス
タ
ー
ト
を
示
し
、
後
書
は
折
伏
弘
通
に
必
然

的
に
惹
起
す
る
法
難
、
法
華
色
読
の
結
果
が
本
化
上
行
の
ご
自
覚
に

体
達
さ
れ
た
、
言
う
な
ら
ば
、
折
伏
実
践
の
結
実
、
内
鑑
を
吐
露
さ

れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
折
伏
と
い
う
積
極
的
実
践
的
弘
通
を
法
華
経
が
末
法
に
要
請

す
る
法
華
自
成
の
思
想
、
勧
持
品
偶
文
の
予
言
と
不
軽
品
の
行
相
に

本
拠
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
祖
の
浬

藥
経
引
用
に
認
め
ら
れ
る
依
用
傾
向
の
一
特
色
と
し
て
も
認
知
さ
れ

看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
天
台
の
法

華
・
浬
藥
相
成
の
摂
折
論
系
譜
の
日
蓮
的
展
開
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。こ
こ
で
は
、
前
記
両
御
書
の
折
伏
思
想
に
、
浬
薬
経
が
ど
の
よ
う

に
引
用
さ
れ
、
宗
祖
の
自
行
化
他
に
援
証
し
て
い
っ
た
か
、
管
見
を

述
べ
て
ゑ
た
い
。

宗
祖
が
、
両
御
書
に
引
用
の
跡
を
見
、
弘
通
の
ご
生
涯
に
一
貫
し

て
依
用
さ
れ
た
浬
藥
経
の
文
に
、
（
寿
命
品
）

シ

テ
ル
ヲ
ヲ
テ
ン
ハ
シ
シ
七
二
ル
ノ
ハ

「
若
善
比
丘
見
一
壊
し
法
者
一
置
不
一
呵
責
駆
遺
挙
処
一
当
し
知
是
人
仏

ノ
ノ
ナ
リ
シ
ク
シ
シ
七
《
し
カ
ノ

法
中
怨
。
若
能
駆
遺
呵
責
挙
処
是
我
弟
子
真
声
聞
也
。
」

が
あ
る
。
こ
の
折
伏
文
の
依
恋
を
述
べ
ら
れ
て
、
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